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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
潜在性B型肝炎ウィルス(HBV)感染は､HBV感染後､HBs抗原が消失した後も､血中あ
るいは肝組織中にHBVDNAが残存している状態を指す｡我々は､慢性C型肝炎患者にお
ける潜在性HBV感染と､肝細胞癌発症の関連について追跡調査を行った｡血清HBs抗原
陰性のC型肝炎関連慢性肝疾患患者167人の肝組織中より､HBVIDNAをsinglePCR法､
nestedPCR法により検出し､9人がHBVDNA高容量感染者､16人がHBVDNA低容量
感染者であった｡平均46ケ月の追跡調査後､142人のHBVDNA陰性老中10人､HBVDNA
高容量感染者9人中2人が肝細胞癌を発症した｡HBVDNA低容量感染者 16人の中に､肝
細胞癌発症者はいなかったoKaplan-Meier曲線を用いた Wilcoxonテストの結果では､
HBV･DNA高容量感染者の肝細胞癌発症率は､HBVDNA陰性者､HBVDNA低容量感染
者に比し､有意に高かったが､Cox比例ハザードモデルを用いた多変量解析では､高度の
肝線維化のみが肝細胞癌発症の危険因子であった｡以上により､HBs抗原陰性の慢性C型
肝炎患者において､肝組織中の高容量 HBVDNAが肝細胞癌発症に関与している可能性が
示唆された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究では､慢性C型肝炎患者における潜在性B型肝炎ウイルス (HBV)
感染と肝細胞癌発症との関連について追跡調査を行った｡血清 HBs抗原陰性
の慢性C型肝炎患者 167例の肝組織中のHBV-DNAを PCR法により検出し
た｡その結果､高容量HBV感染の9例と低容量HBV感染の16例を見出し､
平均46ヶ月の追跡調査を行った｡追跡調査の結果､高容量HBV感染者9名
のうち2名で肝細胞癌の発症がみられた｡この肝細胞癌発症率は､HBV-DNA
陰性者や低容量HBV感染者に比べて､有意に高いことがわかった｡
本研究は､肝組織中の高容量HBV-DNAが肝細胞癌発症に関与している可
能性を示した点において価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
